ないし、 少なくも 自分の 主観の 写生帳に はちゃん と 青 

ぃ燈 火が 檣 頭 にかかった ように 描かれて いるから 仕 

方がない と 思った ので ある。 

去年の 暮に は、 東京の 某 病院 の 医員 だ と い う 読者 か 

ら 次の ような 抗議が 来た。 

「(前略) 然る 処 続 冬 彦集六 八 頁 第一 一行に、 『速度の 

速い 云々 (速度の 大きい に 非ず)』 と 有 之り 之 は 素人 

なら 知らぬ 事 物理学者 として 云 ふべ からざる 過誤と 

存じ 候、 次の 版に 於て は 必ず 御 訂正 あり 度し 失礼 

を 顧みず 申 上ぐ る 次第に 御座 候 敬具」 

なるほど、 物理学で は 速度の 大小と いうの が 正当で、 



この 抗議の はがきの 差出人 は 某 病院 外科医 員 花輪 盛 

としてあった。 この 姓名 は 臨時に こしらえ たもの らし 

ヽ 

はがき 

この 三月に はまた 次の ような 端 書が 来た。 

「始めて 貴下の 随筆 『柿の 種』 を 見初めまして 今？； - 

頁の 鳥 や 魚の 眼の 処へ 来ました、 何でもない 事です。 

試みに 御 自分の 両眼の 間に 新聞紙 を 拡げて 前に 突き 

出して 左右の 眼で 外界 を 御覧に なると 御 疑問が 解決 

せられる のです。 御 試み ありた し、 (下略)」 

魚 や 鳥の ように 人間の 両眼の 視界が それぞれに 身体 

の 左右の 側の 前後に 拡がって いたと したら 吾人の 空間 



ろうと 思われる。 それ だから 自分 も 患者の 気持に なつ 

て ちょっと だ だ を こねて みた 次第で ある。 

上記の ごとき 自由な 気持で 読んで くれる 読者と ち 

がって 自分の 一番 恐縮す るの は 小 中学の 先生で、 教科 

書に 採録され た 拙文に 関して 詳細な 説明 を 求められる 

方々 である。 

「常 山の 花」 と 題す る 小品の 中に ある 「相撲 取 草」 と 

は 邦語の 学名で 何に 当る かとい う 質問 を 受けて 困って 

しまって 同郷の 牧野 富太郎 博士の 教え を 乞うて はじめ 

て それが r メヒ シバ」 だとい うこと を 知った。 その後 

の 同様な 質問に 対して は、 さも さも 昔から 知っていた 



ような 顔 をして 返答す る ことが 出来た。 ところが ある 

地方の 小学校の 先生で、 この 「相撲 取 草」 が 何で ある 

きの-つ えんえき 

かとい うこと を 本文の 内容から 分析 的に 帰納 演鐸 して、 

それが どうしても 「メヒ シバ」 でなければ ならない と 

いう 結論に 達した、 その 推理の 径路 を 一 冊の 論文に 

さくよ-つ 

綴って、 それに この 植物の 腊 葉まで 添えた もの を 送つ 

てよ こされた 人が あって、 すっかり 恐縮して しまった 

ことがあった。 こうなる と 迂闊に 小品 文 や 随筆な ど 書 

くの はつ つし まなければ ならない という 気がした ので 

あった。 

ある 時 はまた やはり 「花 物語」 の 一 節に ある 幼児の 



以上 は 自分が 今日までに 感じた 随筆 難の ありのまま 

の 記録で、 云わば 甚だ 他愛の ない 「筆禍 事件」 の 報告 

と 愚痴の いたずら 書に 過ぎない が、 こんな ことまで 書 

くようになる の もや はり 随筆 難の 一 つで あるか もしれ 

ない ので ある。 

(昭和 十 年 六月 『経済 往来』) 
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